
明
治
三
十
年
に
建
設
さ

れ
た
北
海
道
本
島
と
国
後

島
、
択
捉
島
を
結
ぶ
電
信

施
設
の
一
部
で
、
国
後
島

泊
村
ノ
ツ
テ
ト
と
標
津
村

三
本
木
間
を
結
ぶ
海
底
電

信
線
の
陸
揚
室
で
す
。

右
上
の
写
真
は
昭
和
五

十
八
年
に
標
津
町
ポ
ー
川

史
跡
自
然
公
園
の
開
拓
の

村
内
に
再
現
さ
れ
た
も
の

で
す
。
当
時
建
設
さ
れ
た

建
物
は
レ
ン
ガ
積
み
で
標

津
川
左
岸
の
河
口
に
近
い

標
津
橋
の
た
も
と
に
あ
り

ま
し
た
が
、
長
年
の
風
雪

や
地
震
等
に
よ
り
崩
壊
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

電
信
線
の
架
設
事
業
は
、

明
治
二
十
九
年
か
ら
二
カ

年
継
続
事
業
と
し
て
始
ま

り
、
電
信
測
量
工
事
を
主

と
し
て
電
柱
の
現
地
調
達
、

海
底
線
の
陸
揚
室･

工
夫

休
泊
所
の
建
設
、
紗
那
と

泊
村
局
舎
の
用
地
選
定
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治

三
十
年
に
は
電
柱
の
設
置
、

電
線
の
架
設
、
海
底
線
の

布
設
を
行
い
、
同
年
十
月

一
日
か
ら
電
信
事
務
を
開

始
し
ま
し
た
。

◆所在地◆

標津-国後島海底電信基地
【住所】標津郡標津町字伊茶仁2784番地

ポー川史跡自然公園開拓の村内
TEL:0153-82-3674
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ
https://www.shibetsutown.jp/shisetsu/art_culture/po_river/

・標津町役場から車で約５分
・中標津空港から車で約30分

※開園期間(4月29日～11月23日:期間中無休)
開園時間(9:00～17:00)

標津川左岸の河口に近い標津橋の
たもとで撮影された陸揚室の外壁
※現在は崩壊し残存していません。

こ
う
し
て
完
成
し
た
電

信
施
設
で
し
た
が
、
明
治

三
十
二
年
二
月
と
三
月
に

標
津
三
本
木
と
国
後
島
泊

村
ノ
ツ
テ
ト
間
、
国
後
島

ア
ト
イ
ヤ
と
択
捉
島
丹
根

萌
間
の
海
底
線
が
流
氷
に

よ
り
相
次
い
で
切
断
や
屈

曲
し
、
不
通
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

修
理
が
行
わ
れ
て
復
旧

し
た
も
の
の
、
同
時
期
に

な
れ
ば
再
び
起
こ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
っ
た
た
め
、

路
線
の
変
更
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

標
津
三
本
木
の
陸
揚
室
は

明
治
三
十
年
十
月
か
ら
明

治
三
十
三
年
九
月
の
間
に

断
続
的
に
使
用
さ
れ
た
だ

け
で
役
目
を
終
え
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。

ポー川史跡自然公園

中標津空港

中標津町

標津町役場

地理院地図

野付半島

https://www.shibetsutown.jp/shisetsu/art_culture/po_river/

